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展望論文

高齢者の展望的記憶に関連する要因と今後の展望的記憶研究の展望

A review and perspectives on prospective memory studies in older adults

（大阪大学大学院人間科学研究科博士前期課程）山　根　裕　樹

Abstract

This paper reviews previous studies of prospective memory (PM) in older adults to investigate the 

factors associated with PM performance. Many studies have suggested that the use of external aids 

is effective at improving PM performance. Furthermore, PM performance has been associated with 

cognitive functions (working memory, retrospective memory, etc.) in previous studies. We need to 

subdivide the process of PM into smaller parts to further investigate its mechanism.

Key word: prospective memory, cognitive function, external aids

1．はじめに
一般に記憶の能力は加齢に伴って低下するとされている。そのため、高齢化の進行する現

代の日本において、高齢者の記憶の問題は重要な研究テーマの一つである。本論文では、日
常場面での記憶の一つである展望的記憶をテーマとして取り上げ、その遂行にどのような要
因が関連しているのかについて検討することを目的とした。先行研究を概観した後、展望的
記憶のエイジングパラドックスの生起要因として外的記憶補助の利用に注目し、高齢者の外
的記憶補助の利用行動を取り上げた研究から、その補償効果について検討した。くわえて、
展望的記憶の遂行に影響を及ぼすとされる認知機能やその他の要因についての知見も織り交
ぜて、今後の展望的記憶研究の展望について意見を述べた。

2．日常場面における高齢者の記憶に関する問題
年齢を重ねると、我々の多くは「記憶の衰え」を感じる。以前なら簡単に覚えられたもの

がなかなか覚えられなくなったり、あるいは、思い出せたものが思い出せなくなったりする
からである（越智，2008）。実際、我々が日常接するような材料を用いて、若年成人の実験
参加者と高齢者の実験参加者に記憶能力の差があるのかを実験すると、多くの研究でこれを
肯定するような結果が示されている。例えば、買い物リスト、場所の記憶、1 週間の計画の
記憶、名前の記憶 (Cockburn & Smith, 1991; Cavallini et al., 2003)、電話番号の記憶 (West & 
Crook, 1990)、ニュースや映画の内容の記憶 (Loftus et al., 1992; West et al., 1992)、ラジオで
流れてきた天気予報と道路交通情報の偶発的な記憶 (Torner et al., 1994) などで、高齢者の成
績が若年者に比べて劣っていると報告されている。

日常場面での記憶においては、伝統的に、回想的記憶と展望的記憶という 2 つの側面に大
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別されている。回想的記憶とは、ある事実や知識、過去の出来事などを想起することを目的
とした意図的な記憶を指す。回想的記憶にもいくつかの側面があり、例えば、個人にまつわ
る叙事的な記憶はエピソード記憶、一般的知識・語彙などに関する記憶は意味記憶、自転車
の乗り方、スポーツの技能などの運動を学習することに関する記憶は手続き記憶に分類され
る。一方、友人と会う約束や病院に通う日時など将来に関する記憶は、展望的記憶(Prospective 
Memory) と呼ばれている。展望的記憶とは、未来に行うことを意図した行為の記憶であり、
これは日常生活の上で必須な記憶とされている (Ellis, 1996)。日常生活における記憶の失敗の
大半は展望的記憶の失敗であるといわれ (Terry, 1988)、決められた時間に薬を服用したり、
予約した時間に病院に行く機会の多い高齢者にとって、展望的記憶は健康で安全な日常生活
を維持するために重要な役割を果たしているといえる (Einstein & McDaniel, 1990)。また、
日常場面における展望的記憶の失敗（し忘れ）は、対人的な問題を引き起こし、他人の信頼
を失うことにつながる可能性があるため、記憶愁訴や QOL にも影響を与えるといわれる。
黒川 (2010) は高齢者を対象にした質問紙調査で短期の展望的記憶の失敗（少し後に実行しよ
うとした意図の想起失敗）の経験が記憶愁訴に影響を与えていることを指摘した。われわれ
の日常生活では展望的記憶に支えられた行為が非常に多く、日常的な記憶現象を語る上で展
望的記憶を避けて通ることはできない。展望的記憶のメカニズムやプロセスを理解し、その
問題に対する支援を考えることは必要不可欠であると考える。次項では展望的記憶がどのよ
うな記憶であるかについて述べる。

3．展望的記憶の定義と構成要素
展望的記憶は最近になってようやく手がつけられた新しいテーマの一つである（梅田 

2002）。昨今の記憶研究において、展望的記憶の構造を明らかにすることは重要な課題の一
つになっている。展望的記憶は約束や予定など、未来に関する記憶であり、過去に起こった
出来事の記憶である回想的記憶とは区別されている。例えば「帰り道に葉書をポストに投函
する」といった予定を覚えておくことは展望的記憶に属すると考えられている。日常場面に
おける記憶の問題のほとんどは展望的記憶の問題とされ、日常生活で頻繁に見られる「し忘
れ」というのもこの展望的記憶の失敗とされる

では、展望的記憶とはどういった記憶なのか。我々が「展望的記憶」と呼ぶ記憶には 3 つ
の必要条件がある。一つ目は、記憶の内容が行為であること。二つ目は、行為の意図から実
行までにある程度の遅延期間があること。そして三つ目に、その行為を実行しようとする意
図が一度意識からなくなり、再度それをタイミングよく自発的想起する必要があること、で
ある。そして、この三つ目の「タイミングよく自発的想起する」というのが展望的記憶の最
大の特徴となっている（梅田，2002）。例えば、15 時 00 分に重要な会議の予定が入っていた
場合に、15 時 30 分にそのことを思い出したとしても手遅れであり、会議が始まる前に自発
的にそのことを想起することが必要とされる。このように未来の行為の記憶では、特定の時
間に自発的に意図を想起することが必要とされることが多い。

また、展望的記憶は想起を促す外的な手がかりが時間か事象かによって 2 種類に区別され
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ている。たとえば、「午後 3 時になったら薬を飲む」という特定の時間になることで実行さ
れる課題は時間ベースの展望的記憶に分類され、「○○さんに会ったらお金を返す」という
特定の事象が生起することで実行される課題は事象ベースの展望的記憶に分類される。

展望的記憶の想起には 2 段階の想起プロセスがあると考えられる。すなわち、①何か行う
べきことがあった（存在想起）、②その内容が何であったか（内容想起）、という 2 つの要素
である（梅田・小谷津，1998）。内容想起は存在想起を手掛かりとした想起である。内容想
起は過去の出来事の想起能力に依存するという特徴をもつ、すなわち回想的記憶の想起にお
いても共通して必要な能力であるため、展望的記憶の回想的記憶成分とも言われる。これに
対して、存在想起では想起のタイミングが問題となる。存在想起は自発性やタイミングといっ
た展望的記憶の想起においてのみ必要とされる能力であるため、展望的記憶の展望的記憶成
分と言われる。つまり、展望的記憶研究において注目されるべきなのは、もっぱら存在想起
の認知メカニズムであると言える。

次項では、展望的記憶がどのようにアプローチされてきたのか、その先行研究について述
べる。

4．展望的記憶に関する先行研究
4-1．日常場面での実験的アプローチと実験室場面での実験的アプローチ

展望的記憶へのアプローチとして、当初は日常場面の課題を設定しての検討が多く行われ
た。日常場面での研究では、自然な課題を用いる方法と、人工的な課題を用いる方法がある。
例えば、実験参加者に手帳を持たせ、し忘れ（展望的記憶の失敗）などを記入させる日誌法や、
質問紙を用いて実験参加者の記憶活動を調べる方法などは自然な課題を用いる方法に当た
る。また、日常場面で人工的な課題を用いる方法では、実験者が指定した時間に葉書を返送
する、もしくは実験者に電話をかけるなどの課題が用いられる。これらの方法は生態学的妥
当性が高い反面、統制できない多くの要因が交絡している点がしばしば問題とされる (Cohen, 
1993)。

1980 年代後半に入り、この点を回避するために実験室的アプローチも行われるようになっ
た。日常場面と同じく、実験室的アプローチにおいても自然な課題を用いる方法と人工的な
課題を用いる方法がある。実験室で自然な課題を用いる方法では、実験者は、実験参加者に
ある実験についてだけ教示しておき、その実験中に一見実験とは関係のない課題として展望
的記憶を埋め込む。例えば、実験者 A が被験者に何らかの課題を行わせた後、別の実験室に
移動するように指示し、同時にその実験室にいる実験者 B から、あるデータをもらってきて
ほしいと要求する。実験者 B は被験者の要求にすぐには応じずに、今から与える課題を終え
た後にもう一度要求してほしいと教示する。この実験手続きの中では、「データをもらって
くる」という展望的記憶課題が自然に導入されているため、被験者に実験として認識されに
くいという利点がある。一方、実験室で人工的な課題を用いる方法では、例えば、コンピュー
タに提示される一連の単語を覚えるという短期記憶の課題を参加者に与えると同時に、ある
特定の単語が提示されたらキーを押させるという展望的記憶の課題を用いた実験 (Einstein 
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& McDaniel, 1990) が挙げられる（このような課題はアインシュタイン型パラダイムと呼ば
れる）。こういった“ある事象が生起したときにある行為を行う”というデザインの課題を
Einstein らは事象ベースの展望的記憶課題とした。

アインシュタイン型パラダイムのもう一つの側面は、“ある時間が経過したらある行為を
行う”という時間ベースの展望的記憶である。事象ベース課題と比べて、時間ベースの展望
的記憶は、自発的想起の要素をより多く含んでおり、想起の確実性を増すための手がかりの
生成が困難な点が、その特徴としてあげられる。時間ベースの展望的記憶課題のデザインは、
例えば、5 分あるいは 10 分ごとにキーボードの特定のキーを押させるという展望的記憶の課
題を用いた実験である。

4-2．展望的記憶のエイジングパラドックス
このように展望的記憶の実験室実験も可能になり、実験による研究も多くなっていったが、

それに伴い新たな現象が確認されるようになった。実験室実験では、高齢者は若年者よりも
展望的記憶成績が低いという結果が報告される一方で、日常生活場面では高齢者と若年者の
間に成績の差が見られない、もしくは高齢者の方がむしろ成績がよい、という現象である
(Rendell & Thomson, 1999)。こうした日常場面と実験室場面において高齢者の展望的記憶の
成績に食い違いが生じる現象は展望的記憶のエイジングパラドックスと呼ばれ、その生起要
因についてはいまだ解明されておらず (Phillips, Henry, & Martin, 2007)、展望的記憶のメカ
ニズムが注目される一つの理由となっている。

エイジングパラドックスが生起する要因については先行研究でも様々な検討がなされてい
る。高齢者の方が時間のマネジメントの経験が多い、自己の記憶の低下に関する知識がある、
妨害が少ない、課題遂行を記銘する方法を計画する機会が多い、手がかりをより有効に利用
できる、などの要因が指摘されている (Henry et al., 2004)。

展望的記憶に関する先行研究における一つの問題点として、実験室場面と日常場面の両者
間で展望的記憶課題の内容の親密性が低いという点があげられる。この親密性の低さがエイ
ジングパラドックスの生起要因であることが考えられたため、Rendel, & Craik (2000) は実験
室実験での展望的記憶課題として Virtual Week を開発した。これは現実場面での時刻や日
常場面で生起する事象を擬似的に再現したボードゲームである。Virtual Week はすごろく
ゲームであり、1 周が 1 日をシミュレートした、より日常生活に密接な展望的記憶課題を提
示できる課題として開発された。参加者は 1 周をまわるなかで、日常の活動に関する質問に
回答しながら（背景課題）、ゲーム開始前や途中で提示される 10 個の予定を適切なタイミン
グで遂行することを要求される（展望的記憶課題）。

Rendel らは Virtual Week と同じ課題を日常場面において遂行する Actual Week と
Virtual Week を用いて実験を行った。展望的記憶課題となる予定内容は日常場面と実験室場
面で同じであるため、エイジングパラドックスが生起せず実験室での高齢者の展望的記憶成
績が向上することが予想されたが、結果として、Virtual Week の成績は高齢者よりも若年者
のほうが高く、Actual Week の成績は若年者よりも高齢者のほうが高かった。このことから、
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日常場面と実験室での課題内容の齟齬がエイジングパラドックスの直接的な生起要因ではな
いことが推測される。

4-3．展望的記憶と外的記憶補助の利用の関連
エイジングパラドックスが生起する要因の一つとして多くの研究で指摘されていることは

外的記憶補助の利用である (Phillip et.al., 2004; Rendell et.al., 2000)。高齢者は、「し忘れ」経
験の増加など、加齢に伴う記憶の低下について自覚する機会が若年者よりも多い。そのため
高齢者は日常場面での展望的記憶の失敗を補償するために、方略として外的記憶補助を利
用していると予想される。実際、Moscovitch (1982) の観察研究において、高齢者が外的記
憶補助を頻繁に利用していたことが報告されている。また、Dixson, de Frias and Bächman 
(2001) において、日常場面で用いている方略の種類と頻度に関する質問紙である Memory 
Compensation Questionnaire (MCQ) を用いて、日常生活における高齢者の記憶の補償行動を
調査した結果、外的記憶補助が最も頻繁に利用されていた。したがって、多くの高齢者が展
望的記憶に対する補償行動として外的記憶補助を利用している可能性は高いと考えられる。

高齢者が日常的に外的記憶補助を頻繁に利用しているならば、日常場面において高齢者が
優れた展望的記憶成績を示すという結果を外的記憶補助の利用により説明できる可能性があ
る。展望的記憶に対して外的記憶補助が補償的に働くことを実験的に検証した研究として
Guynn, McDaniel, & Einstein (1998) の実験がある。この実験では、事象ベースの展望的記憶
課題に対するリマインダーの補償効果を調べるため、手がかりのみ記されたリマインダー、
行為内容のみ記されたリマインダー、手がかりと行為内容の両方が記述されたリマインダー
を用いて課題を行った。その結果、手がかりと行為内容の両方が記されたリマインダーは事
象ベースの展望的記憶課題の成績向上に有効であるという結果が得られた。また黒川 (2010)
では、日常場面をシミュレートした実験室実験の課題である Virtual Week を展望的記憶課
題として用いることで、外的記憶補助の一種である「メモ」が展望的記憶に及ぼす補償効果
について実験的に検証した。結果として、メモの利用は高齢者の展望的記憶成績を向上させ
ることが示唆された。一方、Einstein, McDaniel, Smith, & Shaw (1998) の実験のように、リ
マインダーの存在は展望的記憶課題の遂行に対して補償的に働かないという結果を示した研
究もあり、実験室場面における外的記憶補助の展望的記憶に及ぼす影響については、一貫し
た結果が得られていない。

4-4．展望的記憶の遂行に影響を及ぼす要因
展望的記憶の遂行には認知機能による影響も大きいと考えられる。展望的記憶の遂行に関

係しているといわれる認知機能の例としてワーキングメモリがある。ワーキングメモリは、
目標となる課題行動を実行しながら、課題遂行に必要な情報を一時的に活性化状態で保持す
る機能を担っている（Baddeley, 1986; 苧阪，2002）。展望的記憶の遂行、特に短期の展望的
記憶（少し後でしようとしていた行為の意図に関する記憶）の遂行においても、他の行動を
しながら行為の意図を保持しておく必要があるためその認知構造は非常に近似したものだと
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推測される（中島，2007）。展望的記憶とワーキングメモリとの間に関連が見られた実験も
いくつか存在する (Rose et al., 2010; Zeintl, Kliegel & Hofer, 2007)。また、展望的記憶課題を
遂行する際、現在進行中の課題に注意を払っていたとしても、展望的記憶のトリガーとなる
刺激が提示された場合、ただちに進行課題を中止し意図された行為を遂行しなければならな
い。そのため、注意の切り替えが展望的記憶の遂行には関連しているとされている。黒川(2010)
は、メモを使用する条件において展望的記憶の成績と注意の切り替えとの間に関連があると
いう結果を示した。また、展望的記憶と帰納的推論との間に関連がみられたという結果も報
告されている（黒川，2010）。展望的記憶を遂行するためには、意図の存在を想起するだけ
ではなく、すべき行為の内容を想起することも必要である。長期の展望的記憶の遂行では、
当然のことながら意図の保持期間も長くなるため、内容想起に必要となる認知機能も短期の
展望的記憶と異なっていると推測される。展望的記憶における意図の保持には回想的記憶の
機能が関与しているとされている (Cohen, West, & Craik, 2001)。

認知機能以外にも展望的記憶に関係しているとされる要因は多い。梅田・小津谷(1998)は、(1)
感情や動機などの主観的側面、(2) 対人関係のような社会的側面、(3) 記憶補助の利用法など
のメタ認知的側面、(4) 年齢などの発達的側面、(5) 記憶障害や認知症などの神経心理学的側面、
(6) 時間的あるいは空間的制約などの行為依存的側面、(7) 妨害的出来事の侵入のような動的
側面など、非常に多くの要因が展望的記憶と関係していると報告している。

性格特性と展望的記憶の関連について検討した研究もいくつかある。例えば、誠実性の
高い人ほど自制や規律をもって生活している傾向にあるため、展望的記憶の成功が多くな
ること、また神経症傾向の高い人ほど展望的記憶の自己評価が下がることなどが考えられ
る (Gondo et al., 2010)。Cuttler ら (2007) は誠実性や完璧主義は日常場面での展望的記憶課題
成績と相関が見られたと報告している。また、個人のライフスタイルが展望的記憶の失敗に
与える影響についてもいくつかの先行研究がある。例えば、日常生活の多忙さは、約束の忘
却などといった展望的記憶の失敗を引き起こす要因であることが示唆されている (Martin & 
Park, 2003)。また日常生活における日課は、生活の規則性を高める働きが期待され、そのこ
とが展望的記憶の失敗を減少させる可能性も示唆されている (Martin & Park, 2003)。Martin
ら (2003) は、薬の服用などといったルーチン・ワークの存在と日常生活の忙しさを評価する
ため、The Martin and Park Environmental Demands (MPED) という質問紙を作成し、展望
的記憶との関連を検討した。その結果、薬を飲むことの想起失敗経験と忙しさ得点の間に正
の関連が見られた。

5．今後の展望
展望的記憶には様々な側面があるが、それぞれの側面で関連している要因が異なると考え

られる。そのため、展望的記憶研究においては「展望的記憶」という単一の概念を用いてア
プローチするのではなく、展望的記憶の構成概念を細かく分類し、それぞれ別々にアプロー
チしていく必要がある。

例えば、展望的記憶に及ぼすメモの利用の補償効果について検討する場合、その補償効果
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は展望的記憶のそれぞれの側面によって一様ではないことが予想される。展望的記憶の記銘
から遂行までのプロセスを①プランの形成、②情報の保持、③実行という 3 つの側面に分け
たとする。展望的記憶を認知機能により説明しようとするとき、これまでに見てきたように
情報の保持には回想的記憶能力が関連すると考えられるが、その実行段階においては注意の
分配や実行機能などほかの認知的要素が影響を及ぼすと思われる。展望的記憶のそれぞれの
側面によって想定される認知プロセスが異なる以上、メモの補償効果もその側面によっても
差が生じる。メモの利用は意図のプラン形成時には情報の精緻化を促し、情報の保持に対し
て補償的に働くが、実行段階においてはアクティブなトリガーとして利用者に働き掛けるも
のではないためその補償効果は弱いということが推測される。

展望的記憶はそのほかにも保持期間による分類ができ、保持期間の長さによってその遂行
に影響する要因が異なると考えられる。展望的記憶の保持期間が長期になるほど、回想的記
憶によって及ぼされる影響が大きく、カレンダーやメモといった外的記憶補助の利用が増加
することが示唆されている（黒川，2010）。一方で、展望的記憶の保持期間が短期の場合、
日常場面では外的記憶補助を利用するのは時間的に困難であるため（黒川，2010）、認知機
能や内的方略の影響が大きくなるだろう。展望的記憶に影響する要因について検討する場合、
短期の展望的記憶と長期の展望的記憶を区別した研究を行うことが必要といえる。

展望的記憶はそのプロセスの中にさまざまな構成要素を含んでいるため、今後の展望的記
憶研究に求められる課題は、展望的記憶という全体の枠組みの中にどのようなシステムが内
在しているのか、その歯車一つ一つを分解して仔細に解明していくことだろう。
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